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営業外費用（デリバティブ評価損）の計上  

並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29年３月期第３四半期連結累計期間（平成 28年４月１日～平成 28年 12月 31日）

において、営業外費用（デリバティブ評価損）を計上するとともに、最近の業績動向を踏まえ、

平成 28年 11月 10日に公表いたしました通期連結業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

記 

１．営業外費用（デリバティブ評価損）の計上について 

将来の為替リスクをヘッジする目的で行っている為替予約取引について、平成 28年 12月末の

時価評価により、平成 29年３月期第３四半期連結累計期間（平成 28年４月１日～平成 28 年 12

月 31日）においてデリバティブ評価損 1,418百万円を計上いたしました。 

 

２．平成 29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日） 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 予 想（Ａ） 
百万円 

91,200 

百万円 

4,400 

百万円 

1,500 

百万円 

1,100 

円 銭 

28.65 

今 回 予 想（Ｂ） 95,500 4,900 2,200 1,100 28.65 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）  4,300 500 700 -  

増 減 率（％） 4.7 11.4 46.7 -  

（ご参考）前期実績 

（平成28年３月期） 
95,287 3,325 △491 △11,250 △429.83 

 

３．修正の理由 

当社グループにおける電子回路基板の売上に大きな構成比を占める車載関連およびスマートフ

ォン関連の販売が好調に推移し、さらに直近の為替が円安に推移した結果、売上・利益とも平成

28年 11月 10日に公表した業績予想を上回る見通しとなりましたので、通期連結業績予想を上記



の通り修正いたします。 

 また、デリバティブ評価損の計上につきましては、為替リスクのヘッジを目的として行ってい

るため、前回公表した業績予想に大きな影響を与えるものではありません。 

以上 

＜業績予想に関する注意事項＞ 
この資料に記載されております業績予想の数値につきましては、現時点で得られた情報に基づ

いて算定しておりますので、不確定な要素を含んでおります。従いまして実際の業績は、今後様々
な要因により、この資料に記載されている業績の予想数値と異なる可能性があります。 


